岩手県臨床研修医短期海外研修（2025年春期）募集要項

１．目　　的
海外の医学や医療の状況を視察し、それに従事する医療人との国際的な交流により医師
としての視野を広げ、岩手県の医療に従事する医師のキャリアパス形成を支援する。
岩手県、宮城県及び福島県の三県が合同で実施する。

２．研修期間
2025年４月21日（月）から４月25日（金）まで【予定】
往路旅程：４月19日（土）東京前泊、４月20日（日）羽田空港出発【予定】
復路旅程：４月26日（土）ＮＹ出発、４月27日（日）羽田空港到着【予定】

３．対 象 者
岩手医科大学に在籍する令和７年度２年次（現１年次）臨床研修医
　　　岩手県内の臨床研修病院に在籍する令和７年度２年次（現１年次）臨床研修医

４．募集定員
３名 

５．参加条件
①　臨床研修修了後も、引き続き岩手県内の医療機関で勤務する意志があること。
　②　研修意欲が旺盛であり、人格・識見ともに優れていること。
③　出発前に準備する書類及び帰国後の報告書等の提出期限を遵守できること。
　　④　英語によるコミュニケーションがある程度可能であること。

６．研 修 先
米国日本人医師会が、参加者の将来希望する診療科等を考慮し判断した、ニューヨーク
市などの医療施設
　　　＜過去の主な訪問先＞
・コロンビア大学（循環器科、心臓血管外科、移殖外科）
・ニューヨーク大学（産婦人科、脳神経外科など）
・マウント･サイナイ医科大学（内分泌科(糖尿病を含む)）
・地域開業クリニック等（総合内科、プライマリ・ケア、産婦人科、眼科など）
※ 最終的な研修先は米国日本人医師会が決定するため希望に添えない場合があります。

７．研修内容
・医療施設や診療の見学、カンファランスへの参加等（診療行為は不可）
・研修先の米国日本人医師会の医師や、宮城県・福島県の派遣者との意見交換・交流等
　・同行する指導医によるフォローアップ　など

1
８．研修に要する費用
①　往復の渡航旅費及び現地宿泊費
②　事前研修（仙台市、東北大学で実施）に係る旅費
③　事前準備におけるワクチン接種及び各種検査費用
④　ESTAによる入国申請費用（＄21、クレジット決済）※前回実績
⑤　海外旅行保険（治療・救援費用：無制限）の保険料
⑥　米国日本人医師会へ納入する諸費用＄200（現地において集金）
⑦　帰国後に米国日本人医師会へ納入するガイダンス料（＄1,500）※前回実績
※　上記の費用等については岩手県から支給されますが、研修参加者には一時的に立て替え
払いしていただきます。（研修後の費用精算処理を経て岩手県から研修参加者に支給）
また、④については、既に取得済みの場合、支給対象となりません。

９．応募方法
次の書類を揃えて、岩手医科大学 研修センター事務室にメールにて応募する。
①　岩手県臨床研修医短期海外研修 参加申込書
②　英文履歴書（所定様式）
③　パスポートの写し（研修実施期間から有効期限が６か月以上残っていること）
④　英語能力を証明する資料の写し（ない場合は、申込書に英語能力を詳細記入すること）

１０．応募締切
2024年11月15日（金）必着

１１．選考方法
「岩手県臨床研修医短期海外研修選考委員会」において、応募書類を基に書類選考及び
[bookmark: _GoBack]面接試験を実施し、研修参加者を決定する。
※　面接試験は、Zoomにより実施することとし、日程調整のうえ令和６年11月下旬まで
に実施いたします。なお、日時は、面接試験日が決定しだい申込者に通知します。
　
１２．今後の予定
	2024年10月上旬～中旬
	2024年度短期海外研修報告会（2025年度短期海外研修の説明）
募集（公募）開始

	2024年11月15日（金）
	募集（公募）締切

	2024年11月下旬（日程調整）
	選考会（面接試験）により研修参加者を決定

	2025年１月
	研修先の調整（参加者ごとの研修先等）、必要書類の準備等

	2025年２月頃（予定）
	宮城県、福島県と合同事前研修会（必須参加）

	2025年４月19日～
	短期海外研修実施

	2025年５月
	研修報告書の作成、旅費等費用精算処理

	2026年４月（予定）
	岩手県臨床研修医合同オリエンテーションにおいて実績報告




１３．その他
（１）参加決定後の準備について
①　事前にESTAによる米国入国申請手続きや、海外旅行保険（治療・救援費用：無制限）
への加入が必要です。また、英語表記による大学卒業証明書の提出が必要です。
　
　　②　以下の健康診断に係る証明書類（原本及び英文による証明）が必要です。
	・ツベルクリン反応検査（陽性者は胸部Ｘ線写真（正面、側面）で異常がないこと）。
・３種（４種）混合ワクチンの接種証明。
・海外研修前５年以内の検査で、小児抗体価及びB型肝炎の抗体価が十分にあること
（検査結果の写しが必要）不十分の場合はワクチン接種が必要。
・インフルエンザワクチンの接種証明（毎年行っているもので可）。
・新型コロナウイルスワクチン接種証明書


※ その他、研修施設に応じた追加提出資料が求められる場合があります。

　　③　２月頃に実施予定の事前説明会（東北大学において、宮城県及び福島県の参加者と
合同開催）に出席いただきます（旅費は岩手県から支給されます）。

（２）申込書などに記載いただくメールアドレスについて
　Gmailなど普段から利用できるメールにおいて「名前」もしくは「名前の一部 + 数字」など
によりメールアドレスを作成のうえ記載いただくようお願いいたします。

※自分の名前以外の文字の羅列、単語などのアドレスは誤送信に繋がりやすく、海外の方には奇異に見えるようですので、ご対応のほどお願いいたします。
　　　〇　例）akira1980@gmail.com
　　　×　例）blue.sky@gmail.com


岩手医科大学
研修センター事務室　小澤
〒028-3695 岩手県紫波郡矢巾町医大通2-1-1
電話・FAX：019-907-7764
Ｅ- mail：resident@j.iwate-med.ac.jp
【申込先・問い合わせ先】
